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水稲苗形質を異にした場合の植付後温度条件と生育形質との関係
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Relationship Bctween Change of Grovth Trait of Ricc Plant and Temperature OonditiOn

After Transplanting fOr Seedlings Of Diffcrcn1 0haracters
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処理日数にともなって増加する傾向になった。

:  は  し め に
'東北地方の稲作は ,機械移植が大巾に普及し,作付面積

の大部分を占めるまでになつた。これら機械移植稲の苗生

育をみると,き わめて多種多様である。一方,近年におけ

る東北地方の稲作気象は,き わめて変動が大きく,生育状

態の著 しく異なる苗が,田植後の気象変動によってどのよ

うな影響をうけるかについて,温度との関係で明らかにし

水稲の生育予測法の確立および栽培技術改善の資料にする

ため試験を行つたので,そ の結果について報告する。
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トヨニンキを用い,播種量と施肥量をかえた育苗箱で育

成 した生育形質の異なる4種類の苗を,それぞれ,1/5000

aワ ′ネルボットに植付け,その後 30日間 ,グ ロースキヤ

ビネットで,10,12,14,16,20,25℃ の恒温で処理 した。

温度処理 した区の平均生育形質はつぎのとおりである。

図 1 枯死株率の推移

2 処理日数にともなう生育形質の増加傾向
主稗葉数は図2の ように各苗相とも処理温度と処理日数

との間にはぼ直線的な関係にあり,その増加傾向は高温 lI

ど大きい。処理日数の増加にともなう増加傾向を苗相間で

比較すると,25℃ や20℃ などの高温では首相ⅢやⅣがIや

Iよ りも増加傾向が大きいが,16℃ 以下の低温ではその逆

で苗相 Iや IがⅢやⅣより増加傾向が大きく,主稗葉数の

温度反応は高温条件では,長草型または徒長型百でも充実

型百に劣らない出葉をしめすが ,低温条件になるほど充実

型苗が長草型や徒長型苗よりも出葉が進む結果になつた。
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20

図 2 主稗業数の推移

草丈は図 3の ように各首相とも処理温度と処理日数との

間にはぼ直線的な関係にあり,その増加傾向は高温ほど大

きい。処理日数の増加にともなう草丈の増加傾向を苗相間

で比較すると,25℃ や20℃ の高温ではどの苗相もほぼ類似

した増加傾向になつているが ,10℃ 以下の低温では各処理

温度ともⅢ<y<■ <Iの順に大きく充実大型苗ほど低温
伸長性が大きいことをしめした。

3 結果および考察

1 枯死株率
枯死株率は図 1の ように,苗相 Iでは10℃ が処理後 20日

目ではみられないが30日 目では20%み られ,12℃ 以上の処

理温度ではみられない。苗相Ⅱはどの処理温度でも枯死株

はみられない。首相皿は処理後 10日 日ではどの処理温度で

も枯死株はみられないが,20日 目では10℃ が 100¢ , 12℃

が20%みられ,30日 日でも同様で,そ の他の処理温度では

20日 日,30日 日とも枯死株はみられない。首相Ⅳは10日 目

ではどの処理温度でも枯死株がみられないが,20日 日では

10℃ が40%,311日 目では10℃ が 100%それぞれ粘死株がみ

られ,その他の処理温では20日 日,30日 目とも枯死株はみ

られない。

このように,枯死株の発生は苗が徒長軟弱で低温なほど
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図 4 1個 体茎数の推移

茎数は図 4の ように,首相別に茎数の増加がみられた処

理 日数を処理温度

'1に

みると,首相 Iと Ⅱは25℃が処理後

10日 目までにみ られ,21日 ,30日 日と直線的に増加 し,20

℃では処理後 20日 目までにみられ30日 目まで直線的に増加

した。16℃ と14℃ は処理後30日 目までにそれぞれ茎数の増

加がみられ,12℃ と10Cは処理後 30日 を経過 しても茎数の

増加はみられない。苗相Ⅲは25℃ が処理後 10日 目までにみ

られ ,20日 ,30日 目と直線的に増加 し,20℃ は処理後20日

目までにみられ 30日 目ではわずかに増加 した。16℃ 以下の

処理温度では処理後 30日 を経過 しても茎数の増加はみられ

ない。百相Ⅳでは,26℃ と20℃ が処理後 20日 目までに茎数

4 む  す  び

水稲の生育予測法確立および栽培技術改善の資料にする

ため異なった生育形質の苗と田植直後の温度条件との関係

の増加がみられ,30日 目では25℃ がわずかに増加し,20℃

では直線的に増加 した。16℃ 以下の処理温度では処理後∞

日を経過 しても茎数の増加はみられない。このように,薔

相による茎数の温度反応は充実大型苗ほど大きく,長草型

や徒長型苗では高温でも充実大型苗より小さく,16℃以下

の低温ではほとんど増加 しない結果となつた。

乾物重は,各首相とも処理日数が進むにしたがって処理

温度が高いほど増加 したが,そ の増加傾向は各首相とも25

Cや 20℃ の高温では処理後 10日 目の増加傾向より20日 日,

30日 目の増加傾向が大きく,16℃ 以下の低温ではほぼ直線

的な増加傾向となつた。また,処理後30日 日における乾物

重の増加量を首相間で比較すると,25℃ の高温では各苗相

ともほぼ類似 したが,20℃以 ドの処理温度ではⅢ<Ⅳ<■

く Iの順に重く,16C以下の低温ではこの順位がきわめて

明瞭である。このようなことから乾物重の増加は,高温で

は首相間にはほとんど差をみないが,低温では充実大型苗

ほど増加が大きい結果になった。

3 苗相別にみた限界温度
形質別に生育停止または温度の上昇にともない各形質が

急速に増加する温度範囲をみるため1子 ,処理後30日 目の生

育形質増加量と処理温度との関係をみると,葉数,茎数の

増加量は各首相とも正のほう物線的閲係にあり,草丈,乾

物重の増加量は正のS字曲線的関係となり,処理温度に対

する首相間の形質量の大きさは,葉数,草丈では16℃以下

の低温で ,茎数,乾物重では20℃以下の温度で,そ れぞれ

充実大型苗ほど増加する傾向になつた。これらの曲線から

首相別に全株が枯死する限界温度 ,温度の上昇にともない

生育形質が急速に増加する温度範囲は表 1の ようである。

この表からもみられるように,充実大型苗 |ま ど枯死限界

温度や形質の生育停止限界温度が低く,低温抵抗性が高い

ものと判断される。
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図 3 草丈の推移
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をみた。その結果,大型で充実 した苗ほど低温での生育が

大きく枯死や生育限界温度が低 く,低温抵抗性が高いもの

とみられた。

10

表 1 恒温処理による枯死,形質停上限界温度および生育形質の急速な増加温度範囲

首相 EXI

記 号
全株枯死

限界温度

生育停止限界温度 (℃ ) 生育形質の急速な増加温度範囲(℃)

業 数 草 丈 茎 数 乾物重 葉 数 草 丈 茎 数 乾物重

I 100℃ 以下 90
90

160

160

210

130

210

160

22 0

I 100℃ 以下 110
10 0

160

16 0

210

140

21 0

160

22 0

lll
100 と 120
℃ の 間 120

110

160

160

21 0

160

210

160

22 0

Ⅳ
100 と 120
℃ の 間 12 0

105

160

16 0

21 0

150

210

160

220


